
（
１
）
「
大
阪
府
解
体
」
「
大

阪
都
づ
く
り
」
を
切
り
札
に

し
た
府
民
・
職
員
い
じ
め

「
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン
」
は
、

現
行
の
「
財
政
再
建
プ
ロ
グ
ラ
ム
案
」

の
後
継
プ
ラ
ン
で
、
11
〜
13
年
度
を

と
り
く
み
期
間
と
し
、
「
歳
入
歳
出

改
革
」
「
国
へ
の
制
度
提
言
」
「
公

務
員
制
度
改
革
」
「
財
政
運
営
の
あ

り
方
」
を
改
革
の
４
つ
の
柱
に
位
置

づ
け
て
い
ま
す
。

「
プ
ラ
ン
」
の
な
か
で
は
、
府
自

ら
が
「
地
域
主
権
を
リ
ー
ド
」
す
る

こ
と
を
表
明
す
る
と
と
も
に
、
国
に

対
し
、
地
域
主
権
の
名
に
よ
る
道
州

制
を
推
進
・
実
現
す
る
よ
う
迫
っ
て

い
ま
す
。

「
素
案
」
全
体
を
通
し
て
浮
か
び

あ
が
っ
て
く
る
「
プ
ラ
ン
」
の
ね
ら

い
は
、
①
国
に
対
し
て
「
地
域
主
権
」

の
名
に
よ
る
道
州
制
の
実
現
を
求
め

る
と
と
も
に
、
②
自
ら
は
道
州
制
を

先
取
り
し
て
、
大
阪
府
の
機
能
を
解

体
さ
せ
、
府
民
の
く
ら
し
・
教
育
・

営
業
を
支
え
る
府
の
責
任
を
市
町
村
・

民
間
・
府
民
の
自
助
努
力
に
転
嫁
し
、

③
府
職
員
・
教
職
員
に
対
し
て
は
、

「
公
務
員
制
度
改
革
」
と
称
す
る
給

与
制
度
・
任
用
制
度
の
大
改
悪
を
行

い
、
人
件
費
大
幅
削
減
を
断
行
す
る
、

と
い
う
も
の
で
す
。

「
プ
ラ
ン
」
は
、
「
財
政
再
建
」

「
大
阪
府
解
体
」
「
大
阪
都
づ
く
り
」

を
切
り
札
に
し
た
究
極
の
府
民
い
じ

め
・
職
員
い
じ
め
だ
と
い
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
２
）
福
祉
、
教
育
、
く
ら
し

を
い
っ
そ
う
切
り
捨
て

《
歳
出
改
革
》

「
歳
出
改
革
」
で
は
、
９
つ
の
主

要
分
析
事
業
と
、
「
４
０
０
事
業
の

評
価
」
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
主

要
分
析
事
業
」
で
は
、
私
学
助
成
、

福
祉
４
医
療
、
府
育
英
会
助
成
、
中

小
企
業
向
け
制
度
融
資
、
公
営
（
公

的
）
住
宅
事
業
な
ど
９
つ
の
事
業
を

あ
げ
、
見
直
し
の
対
象
と
し
て
い
ま

す
。「

素
案
」
の
な
か
で
、
改
革
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
部
局
の
意
見
が

分
か
れ
て
い
た
私
学
助
成
削
減
に
つ

い
て
は
、
そ
の
継
続
・
拡
大
が
も
り

こ
ま
れ
る
と
と
も
に
、
あ
ら
た
に
府

営
住
宅
の
半
減
を
打
ち
出
し
、
弱
者

い
じ
め
の
姿
勢
を
鮮
明
に
し
て
い
ま

す
。ま

た
府
立
高
等
学
校
に
つ
い
て
は
、

「
学
校
運
営
体
制
の
見
直
し
」
と
し

て
、
事
務
職
員
の
削
減
を
示
し
、
公

私
間
の
競
争
を
あ
お
り
、
新
た
な
府

立
・
私
立
高
校
つ
ぶ
し
を
す
す
め
る

と
い
う
こ
と
を
検
討
課
題
に
し
て
い

ま
す
。

《
歳
入
改
革
》

「
歳
入
確
保
」
で
は
、
府
民
の
共

有
財
産
の
売
却
、
「
特
別
回
収
・
整

理
チ
ー
ム
（
仮
称
）
」
に
よ
る
債
権

管
理
の
強
化
と
と
も
に
、
「
使
用
料
・

手
数
料
の
見
直
し
」
と
し
て
、
社
会

教
育
施
設
の
小
中
学
生
の
入
場
料
を

有
料
化
す
る
な
ど
、
受
益
者
負
担
主

義
に
も
と
づ
き
検
討
を
す
す
め
る
と

し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
「
素
案
」
の
な
か
で
、

あ
ら
た
に
「
課
税
自
主
権
の
活
用
」

を
打
ち
出
し
、
超
過
課
税
や
法
定
外

税
な
ど
を
府
独
自
に
検
討
し
、
あ
ら

た
な
府
民
負
担
の
制
度
導
入
を
は
か

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

（
３
）
大
規
模
開
発
は
聖
域
、

大
企
業
優
遇
を
継
続

「
素
案
」
で
は
、
「
財
政
運
営
の

あ
り
方
」
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
財

政
運
営
の
検
証
と
今
後
の
あ
り
方
が

新
し
く
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
財
政
悪
化
の
最
大
の
原

因
で
あ
る
大
規
模
開
発
に
つ
い
て
は
、

「
普
通
建
設
補
助
、
普
通
建
設
単
独

と
も
、
平
成
初
頭
か
ら
平
成
７
年
に

向
け
、
他
府
県
と
比
べ
て
も
大
き
く

伸
び
て
い
た
」
「
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
。
施
設
、
鉄
道
、
関
空
関
連
の
整

備
案
な
ど
が
平
成
一
桁
代
に
集
中
し

て
い
る
」
と
見
て
は
い
る
も
の
の
、

「
こ
れ
ら
は
急
に
作
っ
た
も
の
で
は

な
く
、
い
ず
れ
も
相
当
の
時
間
を
も
っ

て
、
府
の
英
知
を
集
め
て
計
画
さ
れ

た
も
の
で
、
例
え
ば
昭
和
57
年
の
総

合
計
画
や
、
平
成
３
年
の
新
総
合
計

画
な
ど
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
も
の

が
ほ
と
ん
ど
。
景
気
後
退
期
に
お
け

る
需
要
喚
起
と
し
て
未
来
の
大
阪
に

備
え
て
き
た
も
の
」
な
ど
と
肯
定
し
、

や
む
を
え
な
い
も
の
と
の
認
識
を
示

し
て
い
ま
す
。

98
年
以
降
の
財
政
改
革
の
失
政
の

原
因
は
、
府
労
組
連
、
府
民
の
反
対

を
押
し
切
り
、
人
件
費
（
▲
４
６
９

４
億
円
）
、
府
民
施
策
等
の
見
直
し

（
▲
４
９
６
９
億
円
）
に
よ
る
削
減

を
行
う
一
方
で
、
大
規
模
開
発
で
あ

る
鉄
道
整
備
（
６
５
８
８
億
円
）
、

関
空
関
連
（
4
兆
１
９
８
億
円
）
に

多
額
の
予
算
を
投
入
し
、
法
人
税
率

の
減
少
（
89
年
：
37
・
５
％

09
年
：

30
％
）
、
超
過
課
税
の
減
少
（
89
年
：

８
０
９
億
円

09
年
：
２
９
１
億
円
）

な
ど
大
企
業
の
優
遇
政
策
に
あ
っ
た

こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

（
４
）
府
民
施
策
の
充
実
で
、

大
阪
経
済
の
活
性
化
を

橋
下
知
事
が
す
す
め
る
「
財
政
構

造
改
革
プ
ラ
ン
」
は
、
破
た
ん
ず
み

の
路
線
を
、
府
民
や
職
員
の
犠
牲
で

よ
り
い
っ
そ
う
強
引
に
す
す
め
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。
主
要
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
凍
結
・
見
直
し
を
行
い
、
大

企
業
に
対
す
る
応
分
の
負
担
（
内
部

留
保
（
00
年
：
22
・
８
兆
円

08
年
：

27
・
８
兆
円
、
09
年
：
24
・
８
兆
円
）

の
数
％
の
吐
き
出
し
な
ど
）
を
求
め
、

そ
の
財
源
を
福
祉
や
医
療
、
教
育
、

中
小
企
業
支
援
、
職
員
給
与
の
カ
ッ

ト
廃
止
に
回
す
こ
と
に
よ
り
大
阪
府

財
政
の
改
善
や
大
阪
経
済
の
活
性
化

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
５
）
間
違
っ
た
「
収
入
の
範

囲
内
で
予
算
を
組
む
」
と
い

う
考
え
方

ま
た
、
家
計
と
違
い
公
共
の
財
政

の
考
え
方
に
は
、
「
量
出
制
入
」

（
必
要
と
さ
れ
る
歳
出
を
ま
ず
量
り
、

そ
の
後
の
歳
入
策
を
制
御
す
る
）
と

い
う
原
則
が
あ
り
、
憲
法
と
地
方
自

治
法
の
精
神
に
基
づ
き
、
住
民
の
安

全
、
健
康
、
福
祉
を
保
持
す
る
た
め

歳
出
を
優
先
し
て
決
定
し
、
そ
の
上

で
、
必
要
な
歳
入
は
大
企
業
や
大
資

産
家
な
ど
か
ら
応
分
の
負
担
を
求
め

る
応
能
負
担
原
則
に
基
づ
い
て
集
め

る
と
い
う
も
の
で
す
。
「
収
入
の
範

囲
内
で
予
算
を
組
む
」
と
い
う
考
え

府労組連ニュース

大
阪
府
は
８
月
５
日
、
戦
略
本
部
会
議
を
開
催
し
、
「
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン
（
素
案
）
」
を
公
表
し
ま
し
た
。

府
民
に
向
け
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
９
月
３
日
ま
で
）
等
を
実
施
し
、
９
月
上
・
中
旬
に
は
「
プ
ラ
ン
」
の

成
案
を
策
定
し
た
う
え
で
、
９
月
22
日
に
開
会
予
定
の
府
議
会
で
審
議
さ
れ
ま
す
。

ま
た
府
当
局
は
、
賃
金
・
労
働
条
件
に
関
す
る
府
労
組
連
へ
の
提
案
に
つ
い
て
、
府
人
事
委
員
会
の
意
見
を
ふ

ま
え
、
９
月
上
・
中
旬
の
「
案
」
公
表
時
に
あ
わ
せ
て
行
う
と
表
明
し
て
い
ま
す
。
府
労
組
連
は
、
府
民
・
職
員

犠
牲
を
さ
ら
に
す
す
め
る
「
プ
ラ
ン
」
の
撤
回
、
府
民
・
職
員
要
求
の
前
進
と
財
政
再
建
の
実
現
を
め
ざ
し
、
職

場
か
ら
の
共
同
、
府
民
と
の
共
同
の
と
り
く
み
を
す
す
め
ま
す
。



方
は
、
財
政
学
上
確
立
し
て
い
る
原
則
に

も
反
す
る
も
の
で
す
。

（
６
）
財
政
収
支
見
通
し
の
変
更
―

信
ぴ
ょ
う
性
の
な
さ
が
明
ら
か
に

10
年
４
月
段
階
で
の
「
今
後
の
財
政
収

支
の
見
通
し
」
で
は
、
要
対
応
額
が
、
３

年
間
で
３
１
４
０
億
円
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
８
月
段
階
で
は
、
下
表
の
と
お
り

各
年
６
０
０
億
で
１
８
０
０
億
円
と
大
き

く
縮
小
し
て
い
ま
す
。

大
阪
府
は
、
前
回
試
算
と
の
違
い
に
つ

い
て
、
①
６
月
22
日
に
内
閣
府
が
発
表
し

た
「
経
済
財
政
の
中
長
期
試
算
」
で
示
さ

れ
た
数
値
を
参
考
に
し
、
実
質
税
収
の
増

額
及
び
公
債
費
の
減
額
、
②
09
年
度
の
決

算
剰
余
金
３
１
１
億
円
を
活
用
、
③
減
債

基
金
復
元
額
の
平
準
化
な
ど
を
あ
げ
て
い

ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
考
え
方
次
第
で
要
対
応

額
が
減
少
す
る
こ
と
、
「
財
政
収
支
見
通

し
」
の
信
憑
性
を
疑
わ
せ
る
も
の
で
あ
る

こ
と
、
箕
面
森
町
や
阪
神
高
速
淀
川
左
岸

線
な
ど
大
型
開
発
の
中
止
・
凍
結
、
減
債

基
金
復
元
額
の
よ
り
い
っ
そ
う
の
平
準
化

な
ど
、
府
民
の
立
場
に
立
っ
た
「
財
政
収

支
見
通
し
」
の
策
定
や
府
民
施
策
の
切
り

捨
て
と
職
員
の
人
件
費
カ
ッ
ト
を
行
わ
ず

に
財
政
再
建
す
る
こ
と
が
可
能
な
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
「
素
案
」
で
は
、
「
中
長
期
的

な
財
政
収
支
の
見
通
し
（
試
算
）
」
の
策

定
と
府
政
運
営
の
基
本
方
針
と
の
連
携
の

必
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
試
算

に
つ
い
て
は
、
大
阪
府
当
局
自
身
も
認
め

て
い
る
と
お
り
、
「
不
確
定
要
素
を
多
く

含
ん
で
お
り
、
相
当
幅
を
も
っ
て
み
る
必

要
が
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
数
値
を
絶
対
視
し
、
財
政

の
厳
し
さ
を
強
調
す
る
こ
と
で
府
民
施
策

を
切
り
捨
て
る
免
罪
符
を
与
え
る
こ
と
な

く
、
府
民
の
い
の
ち
や
く
ら
し
を
守
る
と

い
う
大
阪
府
の
本
来
の
役
割
を
求
め
る
と

り
く
み
が
必
要
で
す
。

（
７
）
不
当
に
も
人
件
費
カ
ッ
ト
を

表
明

11
年
度
の
要
対
応
額
６
０
０
億
円
に
対

し
、
あ
る
程
度
具
体
的
に
示
さ
れ
た
構
造

改
革
分
は
１
２
５
億
円
。
収
支
不
足
分

（
４
７
５
億
円
）
に
つ
い
て
は
、
「
予
算

編
成
に
お
け
る
歳
入
歳
出
の
取
り
組
み
」

と
「
人
件
費
」
で
対
応
す
る
と
な
っ
て
い

ま
す
。
予
算
編
成
方
針
（
案
）
で
は
、

「
基
準
財
政
需
要
額
、
他
団
体
の
水
準
と

の
比
較
を
行
っ
た
上
で
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と

し
て
部
局
長
が
主
体
的
に
予
算
要
求
」
す

る
と
し
て
い
ま
す
が
具
体
的
に
は
来
年
１

月
以
降
で
な
い
と
明
ら
か
に
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
知
事
重
点
事
業
分
の
予
算
捻
出
の

た
め
、
収
支
不
足
分
に
対
応
す
る
以
上
の

削
減
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

人
件
費
に
つ
い
て
は
、
「
引
き
続
き
職

員
給
与
の
時
限
的
な
減
額
に
よ
り
、
人
件

費
の
抑
制
に
取
り
組
む
」
と
し
て
、
賃
金

カ
ッ
ト
を
表
明
し
て
い
ま
す
。

知
事
は
、
８
月
５
日
の
囲
み
取
材
の
な

か
で
「
人
件
費
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
見
直

し
分
、
ち
ょ
っ
と
合
わ
せ
技
で
」
「
住
民

に
負
担
が
生
じ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に

匹
敵
す
る
職
員
サ
イ
ド
の
負
担
を
出
さ
な

い
と
納
得
し
て
も
ら
え
な
い
」
と
発
言
し
、

府
民
と
職
員
を
意
図
的
に
分
断
し
、
双
方

に
犠
牲
を
押
し
付
け
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

（
８
）
「
公
務
員
制
度
改
革
」
―

給
与
・
任
用
制
度
を
改
悪

「
公
務
員
制
度
改
革
」
に
つ
い
て
は
、

「
素
案
」
の
な
か
で
、
「
人
事
評
価
制
度

の
見
直
し
」
と
し
て
「
よ
り
身
近
な
上
司

に
よ
る
評
価
の
実
施
や
部
下
か
ら
の
評
価

の
拡
大
」
な
ど
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
先
般
府
当
局
が
公
表
し
た
「
新
人

事
評
価
制
度
ア
ン
ケ
ー
ト
」
結
果
か
ら
も
、

２
次
評
価
者
の
回
答
で
も
６
割
が
「
勤
務

意
欲
の
向
上
」
や
「
資
質
・
能
力
の
向
上
」

に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
、
「
評
価
結
果
を

給
与
に
反
映
す
る
こ
と
が
職
員
の
頑
張
り

の
促
進
等
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
」
と
答

え
て
お
り
、
新
人
事
評
価
制
度
の
抜
本
的

見
直
し
や
教
職
員
の
「
評
価
育
成
シ
ス
テ

ム
」
の
撤
回
、
評
価
結
果
の
賃
金
リ
ン
ク

を
撤
回
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
教
育
職
な
ど
他
の
給
料
表
に
つ

い
て
「
行
政
職
給
料
表
の
制
度
改
革
を
踏

ま
え
た
見
直
し
検
討
」
を
行
う
こ
と
が
追

加
さ
れ
て
お
り
、
人
事
制
度
で
は
本
庁
部

長
の
任
用
を
11
年
度
当
初
か
ら
実
施
で
き

る
よ
う
検
討
す
る
な
ど
実
施
時
期
が
追
加

さ
れ
て
い
ま
す
。

（
９
）
「
プ
ラ
ン
」
の
本
質
を
知
ら
せ
、

職
場
か
ら
の
共
同
、
府
民
と
の
共

同
の
力
で
打
ち
破
ろ
う

《
当
面
の
具
体
的
な
と
り
く
み
》

◆
府
労
組
連
「
見
解
」
な
ど
を
活
用
し
、

「
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン
」
や
公
務
員
制

度
改
悪
の
内
容
や
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
、

と
り
く
み
を
す
す
め
る
学
習
・
意
思
統
一

の
場
を
組
合
員
以
外
に
も
呼
び
か
け
て
開

催
す
る
。

◆
現
業
職
員
の
給
料
表
改
悪
に
反
対
し
、

府
労
組
連
と
し
て
現
業
職
員
集
会
を
開
催

す
る
。９

月
７
日
（
火
）
18:

45
〜

会
場
、
大
阪
府
教
育
会
館

◆
賃
金
・
労
働
条
件
に
関
わ
る
当
局
提
案

が
行
わ
れ
た
段
階
で
、
府
労
組
連
拡
大
中

央
委
員
集
会
を
開
催
し
、
具
体
的
な
と
り

く
み
の
意
思
統
一
を
行
う
。

全
職
員
・
教
職
員
向
け
「
討
議
資
料
」

を
作
成
し
、
「
全
職
員
・
教
職
員
署
名
」

に
と
り
く
む
。

◆
府
労
組
連
と
し
て
府
当
局
、
府
人
事
委

員
会
へ
の
要
請
・
職
場
決
議
の
手
交

８
月
26
日
（
水
）

◆
「
プ
ラ
ン
」
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
、
広
範
な
府
民
団
体
、
労
働
組

合
な
ど
に
呼
び
か
け
る
。

◆
公
民
共
同
の
と
り
く
み

府
労
組
連
と
し
て
、
８
月
中
・
下
旬
に

大
阪
労
連
・
民
間
労
組
等
へ
の
要
請
行
動

を
行
い
、
パ
ブ
コ
メ
や
人
件
費
削
減
反
対

の
と
り
く
み
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
る
。

◆
府
民
共
同
の
と
り
く
み

府
労
組
連
と
し
て
、
府
内
８
ブ
ロ
ッ
ク

で
府
民
宣
伝
を
行
う
。

統
一
行
動
日

９
月
１
日
（
水
）
18:

30
〜

ま
た
、
明
る
い
会
や
府
民
連
と
連
携
し
、

宣
伝
・
学
習
運
動
を
す
す
め
る
。

◆
講
師
養
成
講
座
や
学
習
パ
ン
フ
の
作
成
。

◆
全
教
や
自
治
労
連
と
連
携
し
、
全
国
闘

争
を
展
開
す
る
。


